
 

 

２０２１年３月４日 

 

日清製粉共催「神戸スウィーツ・コンソーシアム（ＫＳＣ）」が 

第６回 ACAP 消費者志向活動表彰にて「消費者志向活動章」を受章 

 日清製粉グループの日清製粉株式会社（社長：山田 貴夫）が、社会福祉法人プロップ・ステーシ

ョンと共催している「神戸スウィーツ・コンソーシアム（ＫＳＣ）」は、公益社団法人消費者関連   

専門家会議（以下、ＡＣＡＰ）（※）の主催する第６回２０２０年ＡＣＡＰ消費者志向活動表彰にて「消

費者志向活動章」を受章しました。 

（※）企業や団体の消費者関連部門の責任者・担当者で構成する組織として、１９８０年の設立以来、企業の消費者志向

経営の推進、消費者啓発、消費者・行政・企業のかけ橋としての各種研修、調査、交流活動等幅広い活動を行って

います。 

■「消費者志向活動章」について                                   

 ＡＣＡＰが２０１５年に創設した「ＡＣＡＰ消費者

志向活動表彰」制度は、消費者志向経営を推進・支援

する観点から称賛に値する企業や団体等が行う活動

に、「消費者志向活動章」を授与するものです。 

この度、「神戸スウィーツ・コンソーシアム（ＫＳＣ）」

による「パティシエを目指すチャレンジド（※）を支援す

る活動」が「消費者志向活動章」を受章しました。 

なお、表彰式は２月２５日（木）にアルカディア市

ヶ谷（東京都）にて行われました。 

（※）挑戦する使命を与えられた人。米国などで障がい者に対する

新しい呼称として用いられる。 

詳細は下記ＡＣＡＰ消費者志向活動表彰のＷｅｂサイトをご参照ください。 

https://www.acap.or.jp/activity/consumer-oriented-management/acapsho/ 

■「神戸スウィーツ・コンソーシアム（KSC）」について                                      

 「神戸スウィーツ・コンソーシアム（ＫＳＣ）」は、「洋菓子発祥の街と言われる神戸からチャ

レンジドのパティシエを育てよう」と企画された、日本で初めての試みです。日清製粉はチャレン

ジドの就労の促進や雇用の創出を目指す社会福祉法人プロップ・ステーションの活動に共感し、 

２００８年度の第１回よりこの活動を共催しています。本プロジェクトは、全国で将来パティシエ

として働きたいと望むチャレンジドの方に、菓子づくりの技術だけではなく、販売につながる知識

を学ぶ場も提供し、チャレンジドの自立を支援しています。これまで延べ２２４名が受講・修了し

ており、修了生が講習会で学んだスウィーツが商品化された事例もあります。今後も、本活動を通

じて、一人一人が持てる力を発揮し、活動できるユニバーサル社会の実現に貢献していきます。 
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▲２月２５日に開催された表彰式の様子 

https://www.acap.or.jp/activity/consumer-oriented-management/acapsho/
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